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一亜欝蔑聯斯の講義録ー(第33編)
On Particular Pathology 
- A L e c t u r e 0n E r m e r i n s -(33) 
松陰 宏*1 近藤陽一*2 松陰 崇*3 松陰金子*4
{要 約] 明治 9 (1876) 年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob 
Ermerins :亜爾蔑聯斯または越か蔑嘘斯と記す， 1841-1879) による講義録(日講記聞)， r原病撃各論 巻十』
の原文の一部を紹介し，その全現代語訳文と解説とを加え，現代医学と比較検討した.また，一部では，歴史
的変遷，時代背景についても言及した.
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ここで， I荷蘭Jは『オランダJの当て字である 2) 


































































































































































































































































































































































































































































communis) jの根茎で， アスパラギン |にC4H払叩5必舟O仏3(悶 d
など，蛋白質を含み 利尿剤，解熱斉剤リとして使用され
た.T鉛キ糖唐Jは fSuga紅rof lead剖j を指し， これは，
f酢酸鉛:Pb (にCH払3COO)2'3H比20jの白色結晶物で，そ
の 1~2%溶液は強い収数作用がある. I吉納j は
『キナ (Cinchona)jの当て字で， f幾那jを当てる場
合もある肌 11， 12) また， I抑l姑石Jは『らっこ石jを
指し，これはザリガニの胃の中に出来る結石で，炭酸
カルシウム， りん酸カルシウム，キチン質を含み，胃
酸中和剤として使用された. シーボルト (Philipp 
Franz Balthasar von Siebold : 1796司1866) が好んで使
用したといわれる川. また， I香木簡(パンモクベツ)j












る. Iリモナーデ (Limonade: Lemonade) jは fレモ
ン水Jを意味し，解熱剤として使用された11)
また， I何芙蓉Jは fアヘン (Opium)jのことで，
これは，ケシ科植物の fケシ (Papaversomniferum) j 
の未熟果皮から採れる液汁を乾燥したものである.こ
れには，モルヒネ (C17H1SN03・H20)， コデイン







『コロンボ (Jateo町hiza calumbo) jの根を乾燥したも
ので，コロンビン (C21H2407)，ヤトロジン (C2oH210s)
などを含み，苦味性健胃薬として使用された. I硝酸


















用された. I蓬砂」は『棚砂(ほう砂， Borax) jを指
す.これは，ほう酸ナトリウム (Na2B4U7・lOH2U) を
99%以上含む物質であり，消毒，防腐剤として使用さ
れる. また， I格魯児7j(Jは『クロール水 (Aqua















































これは， 1845年，ウイルヒョウ (RudolfLudwig Karl 
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